
リサイクルテーマ分類製造（その他の製造業）事業分類

８－１９－０３４平成２０年２月８日認定日鹿児島県鹿児島市地域

㈱オパール
（鹿児島県 鹿児島市）
・有機産業廃棄物からアミノ酸を濃縮

原料加工・提供

連携体の構成連携体の構成

鹿児島大学水産学部
（鹿児島県 鹿児島市）
・固化剤を用いた製品の有効性調査、
試験

研究・検証・評価

鹿児島共和コンクリート工業㈱
（鹿児島県 鹿児島市）
・固化剤を用いた製品の研究、開発、
製造
・全国展開の際の販売ネットワーク

二次製品研究・開発・製造

コア企業：八光工業㈱
（鹿児島県 鹿児島市）
・固化剤の製造・固化剤を用いた工法
の特許申請中
・固化剤の製造・販売
・固化剤を用いた二次製品の開発

固化剤特許・製造・販売

二次製品開発

○事業概要（新規性、市場性等）
・本事業はコア企業が開発したパルプから紙を製造する過程で排出される“リグニン酸スルホン塩”
を主成分とし、有機物や微細な無機物の固化を可能にした固化剤「ＹＨＲ液」と連携企業の有機産
業廃棄物から濃縮アミノ酸を生成する技術、コンクリート二次製品化技術、有効性に関する研究・
評価を連携させコンクリートに有機物である濃縮アミノ酸を配合した新しいコンクリート「ＹＨＲコンク
リート」を製造・商品化していく事業である。
・これまでコンクリート製品に有機物を配合した先行事例は見当たらず、この有機物を混ぜることで
海洋性細菌の付着を促進させ、細菌の作用により水質の浄化・生物の着生が向上したり、アミノ酸
を配合することにより、魚類の誘引効果などが期待できる高付加価値な製品ができる。
・市場ターゲットは水産・土木・環境方面の地方公共団体や民間企業、漁業協同組合などを想定し
ているが、現在、実証実験で有効性が確認され、漁業協同組合をはじめ引き合いが多数きている。

事業名： 固化剤「YHR液」を使用した焼酎かす等有機残渣物の製品化事業

事業推進体制

①低利融資（商工中金）
②補助金

①低利融資（商工中金）
②補助金

事業推進体制

製造支援

・共和コンクリート工業㈱
・全国のコンクリート
製品製造工場及び
生コン工場

支援予定メニュー

YHR-P液 YHR-S液 藻場造成礁 トコブシ増殖礁
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・鹿児島では全国的な焼酎ブームをきっかけにし、焼酎の製造量が増加。同時に産業廃棄物で
ある焼酎かすの発生量も増え、その処理が産業・社会問題となっている。
特に2007年4月より海洋投棄も許可制に移行し、その処理が喫緊の課題となっている。
・そのような背景のもと、コア企業である八光工業㈱は産業廃棄物の固化を可能にした固化剤
「ＹＨＲ液」を開発しその活用法を模索していた。
・同時に鹿児島共和コンクリート㈱と鹿児島大学水産学部も焼酎かすのアミノ酸成分に着目し、
研究・開発に着手。焼酎かすコンクリートを考案していたが、強度を確保することができず、そ
の対応に苦慮していた。
・そこでコア企業である八光工業㈱が鹿児島共和コンクリート工業㈱と鹿児島大学水産学部に
共同研究を打診し連携体の構成となる。
・その後の連携体での共同研究により、所定目標強度を確保した焼酎かすコンクリートの開発に
成功し、実証実験でアミノ酸の有効性が確認された。
・しかし、焼酎かす自体は品質管理や安定供給が難しい為、焼酎かす等有機産業廃棄物から濃
縮アミノ酸を生成する技術を有する㈱オパールを連携体に加え、焼酎かすの問題を解決し、Ｙ
ＨＲコンクリートを開発するに至る。

コア企業の会社概要コア企業の会社概要

ＰＲ等その他の情報ＰＲ等その他の情報

・あらゆる有機産業廃棄物をアミノ酸化しYHRコンクリートを製造することが可能。
・実証実験で有効性が確認され、漁業協同組合をはじめ引き合いが多数きている。


